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学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成 17年度総括・
分担研究報告書，p87-96, 2006 

11. 土屋尚之，人見祐基，川崎 綾，藤本 学，徳永勝士，佐藤伸一，長谷川 稔，竹原和彦：全身性強皮症におけ
る B細胞機能分子多型の検討．厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と
根治的治療法の開発」平成 17年度総括・分担研究報告書，pp.97-102, 2006 

 
 

学会発表数 
A－b B－b 

A－a 
シンポジウム 学会 

B－a 
シンポジウム 学会 

1 0 5 7 5 62 

 
 
社会活動 

氏  名 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

佐 藤 伸 一 油症治療調査委員会委員 厚生労働省全国油症治療研究班 

佐 藤 伸 一 特定疾患対策協議会委員 長崎県 

佐 藤 伸 一 油症対委員会委員 長崎県 

佐 藤 伸 一 油症研究班班長 長崎県 

清 水 和 宏 油症対策委員会委員 長崎県 

佐 藤 伸 一 理事 日本研究皮膚科学会 

佐 藤 伸 一 評議員，雑誌編集委員 日本皮膚アレルギー学会 

佐 藤 伸 一 評議員 日本乾癬学会 

佐 藤 伸 一 評議員 日本皮膚悪性腫瘍学会 

佐 藤 伸 一 評議員 日本臨床免疫学会 

佐 藤 伸 一 Journal of Dermatological Science, Section Editor 日本研究皮膚科学会 

佐 藤 伸 一 Arthritis & Rheumatism, Advisory Editor アメリカリウマチ学会 

小 川 文 秀 雑誌編集委員 日本臨床免疫学会 
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外部資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 外 部 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

佐藤伸一・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C)一般 

免疫複合体による組織障害に対する、ケモカ

インの in vivoにおける役割について 

武石恵美子 
・助手 

文部科学省 代表 若手研究(B) 

全身性強皮症における、natural killer細胞機
能異常の解析 

佐藤伸一・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服

研究事業) 

強皮症における病因解明と根治的治療法の

開発 

佐藤伸一・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(食品の安心・安

全確保推進研究事業) 

熱媒体の人体影響とその治療法に関する研

究 

佐藤伸一・教授 長崎県 代表 五島つばきの新用途及び育成管理技術の開

発 

佐藤伸一・教授 (株)エスアールエル 分担 強皮症の診断、病型分類に対する抗 RNAポ
リメラーゼ III抗体測定試薬の臨床試験 

佐藤伸一・教授 三菱ウェルファーマ(株) 代表 1. Tight-skinマウスの皮膚硬化に対する、エ
ダラボンの効果 

2. 皮膚アルサス反応による血管炎に対する
、エダラボンの効果 

佐藤伸一・教授 上原記念生命科学財団 代表 全身性強皮症モデルマウスにおける、B細胞
をターゲットとした治療の有効性の解析 

 
 

その他 
非常勤講師等 

氏名・職 職・担当科目等 関 係 機 関 名 

清水和宏 

・助教授 
非常勤講師（皮膚科学） 県立シーボルト大学 

裵 祥宰・助手 非常勤講師（皮膚科学） 玉木女子高等学校 

裵 祥宰・助手 非常勤講師（皮膚科学） 長崎医療技術専門学校 

裵 祥宰・助手 非常勤講師（皮膚科学） 長崎医師会看護専門学校 

 日本医師会生涯教育講座 長崎県医師会 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

佐藤伸一・教授 強皮症 長崎県保険医

協会健康テレ

ホンサービス

2006年 
1月 5日

健康テレホンサービスで一般市民に向

けて強皮症を解説 

佐藤伸一・教授 金属とアレルギー KBC アレルギ
ー談話室 

2006年 
5月 21日

金属によるアレルギーについて易しく

解説 
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佐藤伸一・教授 アトピー性皮膚炎の日常
臨床とエビデンス  －医
師の思いと患者の思い－ 

Medical 
Tribune 

2006年 
6月 8日

早期からの抗ヒスタミン薬併用の有用

性や、抗ヒスタミン薬の抗炎症作用を裏

付けるエビデンスについて述べた 

竹中 基・講師 ベーチェット病の皮膚症
状 

「ベーチェッ

ト病友の会」

医療相談会 

2006年 
6月 10日

患者や家族に向けて講演 

竹中 基・講師 水虫Ｑ＆Ａ 
 

KTN できたて
Gopan 

2006年 
8月 29日

水虫について易しく解説 

佐藤伸一・教授 強皮症・皮膚筋炎につい
て 

長崎市地域保

健課 
2006年 

9月 14日
難病患者地域支援対策推進事業(医療相
談事業)として患者を対象に講演と医療
相談 

佐藤伸一・教授 あなたの皮膚は大丈夫？ 
～アレルギーから皮膚ガ

ンまで～ 

KTN 週刊健康
マガジン 

2006年 
9月 29日

今年の「ひふの日」のテーマについて解

説 

佐藤伸一・教授 健康：あなたの皮膚は大
丈夫？  大事に至らない
ため知識を 

長崎新聞 2006年 
10月 16日

今年の「ひふの日」のテーマについて解

説 

佐藤伸一・教授 抗核抗体をどう読むか ラジオ Nikkei
マルホ皮膚科

セミナー 

2006年 
10月 19日

第 105 回日本皮膚科学会総会教育講演
について解説 
 

佐藤伸一・教授 あなたの皮膚は大丈夫？ 
－アレルギーから皮膚が

んまで－ 

第 18回ひふの
日講演会＆相

談会 

2006年 
10月 21日

第 18 回ひふの日講演会＆相談会で、一
般市民を対象に講演 

竹中 基・講師 食物アレルギーについて NCC ままたま
ご 

2006年 
11月 15日

食物アレルギーについて、特に幼小児の

母親を対象に易しく解説 

佐藤伸一・教授 かゆみとアレルギー KBC アレルギ
ー談話室 

2006年 
11月 26日

かゆみについて易しく解説 

 
講座における社会活動 
Ⅰ．カネミ油症の診断，治療の改善を目的として設けられた厚生労働省の食品安全確保研究事業に参加し，下記の協力を

行ってきた。 
①油症検診： 昭和 43年以来，毎年 1回長崎県下各地での検診を行っている。 
②研究事業： 油症患者の毛髪，皮下脂肪織，皮脂中の有機塩素化合物の定量，ポルフィリン代謝異常に対する影響

などを検討し，油症にみられる全身的悪影響を検討、発表している。 
Ⅱ．皮膚の日に公開講座を開いて啓蒙活動を行っている。 
Ⅲ. 長崎県医師会が実施している日本医師会生涯教育講座に協力している。 
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